




















































ちで保管されている連合国軍総司令部（General Headquarters Supreme Commander for the 




































録画の接収が行われた。戦争記録画を集めて接収する活動は，工兵司令官部（Office of the 
Chief Engineer 以下 OCE と略する）の戦闘美術家部隊（Combat Artist Unit）のバース・














































24日に OCE の戦闘美術家部隊のレスリ・アンダーソン大尉（Captain Leslie Anderson）は，
民間情報教育局（Civil Information and Education Section 以下 CIE と略す）の美術記念物






この時期には，戦争記録画の価値を評価する責任は，既に CIE の A&M アート・コンサル
タントに委譲されていた。ホリスによって書かれた1946年８月27日付の会議報告書（confer-












CIE と A&M で調査したが，どちらにおいても該当するものを見つけることはできなかった。































































られた22。宗教文化財課（A&M と宗教課を1947年に合併して創設された部署。Religion and 
Cultural Resources Division 以下 RCR と略す）の W. ニコルズ（W. Nichols）の会議報告書
には，こうした要望は「合理的で正当」なことなので，展示室明け渡しの可能性があると記さ
れている。この会議には日本美術家連盟の益田氏と毎日新聞の特別プロジェックト部のウチイ
































いのため GHQ-SCAP に請求書を送った。GHQ-SCAP はホシヤショウカイに 3万6900円を
負っていた26。GHQ-SCAP は戦争記録画に対して，資金を容易に割り当てなかったと言える。
最後に，CIE は接収された戦争記録画の最終処理をいかに行うかに関して，何かを推奨す







れば，OCE と HQ&Svc は，トラブルを最小限に抑える形で，より容易に接収された戦争記
録画をアメリカに移送できる。これは，戦争記録画に関係がある GHQ-SCAP 役員が，接収さ
れた作品に関する，各自の責任を逃れることを望んでいたことを明確に示している。その結果，
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